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生命保険を通じて日本の中小企業を応援するエヌエヌ生命保険株式会社（代表取締役社⻑︓マリウス・ポペスク、本
社︓東京都渋谷区、以下「エヌエヌ生命」）は、全国の中小企業経営者※の息子・娘である 20〜59 歳の男⼥ 728
名を対象に事業承継に関する調査をおこないました。 
※本調査では、従業員 300 人未満の規模の「会社経営者（社⻑、会⻑、取締役）」を中小企業経営者と定義しています。 

＜調査結果まとめ＞ 
(1) 会社の事業を「継ぐ予定」は 24.0％で、およそ 4 人に 1 人。男⼥別に⾒ると「継ぐ予定」と回答した中小企業経

営者の息子は 34.3％に対し、娘は 13.7％にとどまり、約 20 ポイントの差 
(2) 事業を承継しない理由は、「他に後継者がいるから」が最多（31.2%）。万が一のときの次の法人代表者は、

「兄弟姉妹」（30.1％）が最も多い一方で、「わからない・考えたこともない」が 27.1％にのぼる 
(3) 事業を承継する理由は、「廃業させたくないから」が最多（56.6％）。次いで「親に頼まれたから」（33.1％）、

「会社経営に興味があるから」（21.1%） 
(4) 親御さんが経営する会社の魅⼒については「地域社会に貢献している」（28.0%）、「顧客をはじめ社会の要望

にこたえている」（26.2％）と社会に関わる回答が多い 
 
＜調査結果についての⾒解＞ 
今回の調査で継ぐと回答した息子 34.3%、娘 13.7%という⽐率を一⾒すると、息子のほうが多いように⾒えますが、
中小企業経営者の男⼥⽐率は、男性がかなり多いので、そこを考慮すると、継ぐと答えている娘さんの割合が高いことに
驚きました。 

親御さんが経営する会社の事業承継について「一度も話したことはない」と「一度だけ話したことがある」を⾜すと 60.8%
になります。この調査に回答してくれた、⽐較的、家業に近い位置にいる子供さんであっても 6 割が会社の事業承継につ
いて親と⼗分に話せていない状況が⾒えてきます。親と⼗分に話ができていないことが、突然の事業承継になったり、準備
ができずに廃業となったり、自分らしく家業と関わることができていない原因になっていると考えています。まずは親と事業に
ついての話ができること、そのきっかけやサポートとして、同じ⽴場の家業持ちのアドバイスやサポートが求められているのでは
ないかと感じました。 

経営者の子どもである点で、他の家庭との違いを感じたことはあるかという問いについて、「感じたことがある」、「少し感じた
ことがある」を合わせると 57.3％です。私も運営スタッフの 1 人である、家業を持つ人たちが集まるコミュニティ「家業エイ
ド」に参加する多くの方が、この「他の家庭との違い」を感じているのは自分だけととらえている様子です。今まで家業につい
ての不安や困りごとを誰にも話したことが無かったというメンバーさんがたくさんいらっしゃいます。しかし、実際には日本には
500 万人ほどの人の親が経営者という状況です。自分だけが違うととらえず、同じ⽴場の人たちと繋がり、お互いに助け
合う環境があっていいと考えます。また、「家業を廃業させたくない」、「歴史ある会社を存続させたい」という回答の多さや、
自分の家業の魅⼒として社会や従業員や顧客に価値を生み出していると考えている方が多い点、⼼配・不安なこととし
て「資⾦繰りなど経営状況」、「自⾝の経営者としての能⼒」、「会社の将来」をあげている点についても、家業エイドのメン
バーさんの声と一致しています。 
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〜 会社経営を承継する予定は、4 人に 1 人。男⼥別では 20 ポイント差 〜 
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家業持ち家庭に生まれた魅⼒や不安について、多くの家業持ちの人たちと共有することが重要ではないでしょうか。同じ
家業持ちの仲間の選択肢を知り、困りごとに対する解決策を学び、魅⼒ある家業に自分らしく関わる方法をより多くの家
業持ち家庭の息子さん・娘さんたちが⾒つけられることで、個人としても、事業としても、幸せな状態に近づくことができるの
ではないかと考えます。 

●⾒解︓家業エイド運営事務局 梅田裕介 
家業を持つ人たちが集まるコミュニティ「家業エイド」の創設者の 1 人。 
祖⺟は靴屋、祖⽗は日本家屋の内装業、親戚はバイク屋やブドウ農園と家業に関わりが深
い環境で育つ。 
自⾝の経験もあり、家業にかかわる全ての人が「継ぐ・継がない」の 2 択にとらわれず、 
家業と自由な関わり方ができるようにしたいという思いから家業エイドを⽴ち上げた。 
 
＜調査結果詳細＞ 
（1）会社の事業を「継ぐ予定」は 24.0％で、およそ 4 人に 1 人。男⼥別に⾒ると「継ぐ予定」と回答した中小企
業経営者の息子は 34.3％に対し、娘は 13.7％にとどまり、約 20 ポイントの差 
中小企業経営者の息子・娘 728 名に、会社事業の承継予定を聞いたところ、「継ぐ予定」の回答は 24.0%に対し、
「継がない予定」の回答は 60.7％にのぼりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回答者の属性を中小企業経営者の息子と娘に分けて回答の傾向を⾒たところ、息子は「継ぐ予定」が 34.3％に対し、
娘は 13.7％と、約 20 ポイントの差がありました。 
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また、親御さんが経営する会社の事業承継について話し合ったことがあるか聞いたところ、「一度も話したことはない」が最
も多く 46.2%を占め、「何度も話したことがある」は 31.3％、「⼗分に話し合ったことがある」は 8.0％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、親御さんが経営する会社に仕事として関与しているか聞いたところ、37.2％が関与しており、役職では「取締役・
役員級」（40.2％）が最も多く、次いで「一般社員」（34.3%）、「部⻑・課⻑級」（12.9％）、「アルバイト」
（10.7％）の順でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

46.2%

31.3%

14.6%

8.0%

親御さんが経営する会社の事業承継について話し合ったことがあり
ますか（n=728、SA）

一度も話したことはない

何度も話したことがある

一度だけ話したことがある

⼗分に話し合ったことがある

37.2%

62.8%

親御さんが経営する会社に仕事として関与していますか（n=728、SA）

はい いいえ

40.2%

34.3%

12.9%

10.7%

1.8%

どのようなかたちで会社に関与していますか（n=271、SA）

取締役・役員級
一般社員
部⻑・課⻑級
アルバイト
その他



 

 

4 

 

（2）事業を承継しない理由は、「他に後継者がいるから」が最多（31.2%）。万が一のときの次の法人代表者
は、「兄弟姉妹」（30.1％）が最も多い一方で、「わからない・考えたこともない」が 27.1％にのぼる 
中小企業経営者の息子・娘 728 名のうち、会社の事業を「継がない予定」と回答した 442 名に対して、その理由を聞
いたところ、「他に後継者候補がいるから」の回答が最も多く（31.2％）、「会社経営に興味がないから」（26.0％）、
「自分は経営者に向いていないと思うから」（23.3％）と続きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、経営者の経営存続が難しい場合、誰が代表を務めると思うか聞いたところ、「兄弟姉妹」（30.1%）が最も多く、
「分からない・考えたこともない」は 27.1％、「会社役員・会社従業員（家族・親族以外）」が 23.1％と続きました。一
方で、5.9％が「自分」と回答しており、「継がない予定」としつつも万が一の際は自⾝が事業承継者になる可能性を考え
ていることも分かりました。 
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（3）事業を承継する理由は、「廃業させたくないから」が最多（56.6％）。次いで「親に頼まれたから」
（33.1％）、「会社経営に興味があるから」（21.1%） 
中小企業経営者の息子・娘 728 名のうち、会社の事業を「継ぐ予定」と回答した 175 名に、その理由を聞いたところ、
最も多かった回答は「廃業させたくないから」（56.6％）で、次いで「親に頼まれたから」（33.1％）、「会社経営に興
味があるから」（21.1%）でした。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
経営者（親御さん）の代数ごとに事業承継をする理由を⾒たところ、「歴史ある会社を存続させたいから」の回答率は、
「1 代目」が 8.8％に対し、「2 代目」では 19.7％、「3 代目以上」では 38.9％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【経営者代数別】 事業を承継する理由の回答率（MA） 
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また、会社の事業を「継ぐ予定」と回答した 175 名に、事業承継に際し、⼼配・不安なことを聞いたところ、最も多かった
回答は「資⾦繰りなど経営状況」（38.9％）で、次いで「自⾝の経営者としての能⼒」（30.3％）、「仕入れ先や顧
客との関係」（25.7％）、「会社の将来」（25.1％）と続きました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）親御さんが経営する会社の魅⼒については「地域社会に貢献している」（28.0%）、「顧客をはじめ社会の
要望にこたえている」（26.2％）と社会に関わる回答が多い 
中小企業経営者の息子・娘 728 名に、親御さんが経営する会社の魅⼒について聞いたところ、最多は「地域社会に貢
献している」で 28.0%、次いで「顧客をはじめ社会の要望にこたえている」が 26.2％と、社会との関わりについての回答
が目⽴ちました。また、会社事業を「継ぐ予定」と「継がない予定」での回答差を⾒たところ、全体的に「継ぐ予定」の回答
率が高い結果でした。 
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また、経営者の子どもである点で、他の家庭との違いを感じたことはあるか聞いたところ、「感じたことがある」（28.7％）、
「少し感じたことがある」（28.6％）を合わせた約 6 割（57.3％）が感じたことがあると回答しました。自由回答記述
には「自⾝の名字が会社名である」、「親の顔に泥を塗るようなことはできないと小学生のころから思ってきた」、「家に仕事
の電話がかかってきたり、取引先の方が来たりする」など日々の生活のなかで親御さんが経営者と感じるエピソードが寄せ
られました。 
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【承継予定別】 親御さんが経営する会社の魅⼒は何だと思いますか（MA）
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会社事業を「継ぐ予定」・「継がない予定」の回答率の差を⾒ると、「継ぐ予定」の「感じたことがある」が 77.1％に対して、
「継がない予定」の「感じたことがある」は 50.5％と 26.6 ポイント差でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、中小企業経営者の息子・娘 728 名に、他の中小企業経営者やその家庭での悩みの解決に向けてアドバイスす
ることに興味があるか聞いたところ、4 分の 1 にあたる 25.8％が「ある」と回答しました。 
会社事業を「継ぐ予定」・「継がない予定」かで、アドバイスをすることに興味があるかどうか差を⾒たところ、「継ぐ予定」
（45.7％）の方が「継がない予定」（18.1％）より 27.6 ポイント高い結果でした。 
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他の中小企業経営者や、その家庭での悩みの解決に向けたアドバイスに興味があると回答した 188 名に、どのようなアド
バイスに興味があるか聞いたところ、「事業の発展・変革」が最も多く 59.0％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【調査概要】 
調査対象︓日本全国の中小企業経営者の息子または娘（20〜59 歳） 
※従業員 300 人未満の規模の会社経営者（社⻑、会⻑、取締役）を⽗または⺟に持つ男⼥ 
サンプル︓全国 728 名 
調査方法︓インターネット調査 
実施時期︓2022 年 4 月 22 日〜4 月 23 日 
※回答結果はパーセント表⽰を⾏っており、小数点以下第 2 位を四捨五入して算出しているため、各回答の合計が
100％にならない場合があります。 
 
 
 
 
 
 
エヌエヌ生命は、オランダにルーツを持ち、175 年におよぶ伝統を誇る NN グループの一員です。NN グループは欧州および 
日本を主な拠点とし、11 ヵ国にわたり、保険事業、年⾦事業、銀⾏および投資業務を展開しています。その名は、源流である
「ナショナーレ・ネーデルランデン」に由来しています。エヌエヌ生命は、1986 年に日本で初めてのヨーロッパ生まれの生命保
険会社として営業を開始して以来、30 年以上にわたり、中⼩企業の”⼤切なもの”を共に守る商品やサービスをご提供しています。 

本件に関する問い合わせ先（報道機関用） 
エヌエヌ生命保険株式会社 広報部  原 
TEL: 03-6892-0523  Email: ML-IL-JP-CCA@nnlife.co.jp 
株式会社プラップジャパン  安本 
TEL: 080-9815-9166  Email: nnlife@prap.co.jp 
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